
　皆様、日頃よりお世話になっております。

今回のすずらん便りのテーマは、無為・無関心（アパシー）についてです。

　皆様ご存知の通り認知症の症状には様々な種類がありますが、

実は「 無為・無関心（アパシー）」も症状の一つだということは

ご存知でしたでしょうか？

　実は私自身、「無為・無関心」が認知症の症状であるという事を

知ったのは比較的最近の事で、以前は認知症が進行すると「無為・無関心」に

なるのだろうと思っていました。しかし、そうでは無かったのです。

　無為・無関心は周りからの刺激が少なくなったり、絶たれているなどの状況に

置かれると現れることのある症状で、周りからの刺激（挨拶や会話など)が

あれば症状が改善され、周囲の状況に気が付くようになったり、

笑顔が見えたり、発言が聞かれ活気が戻ってくる場合があります。

また、抗精神病薬などが効きすぎて引き起こされている場合もあります。

この場合は、お薬の量などを改めてみると改善されることがあります。

　

　もし、ご担当されている方に無為・無関心の症状が見られる方が

いた場合、上記の対応を試してみると良いかも知れません。

Ｒ7年 2 月 3日  現在

月 火 水 木 金 土

ご利用枠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ご入浴枠 定員 定員 〇 定員 定員 定員

　現在のすずらん梅丘の空き状況は上記の通りです。

   また、認知症の方へのご支援にお悩みの方がいらしましたら

サービスに繋がらない場合でも大丈夫ですのでいつでもご相談下さい。

お問い合わせご相談は　佐藤、宇田川まで　 TEL:03‐5426‐3478
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